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中学校理科における放射線の学習に関する現状と課題↑
一秋田県教員と秋田県央部の中学校３年生に対するアンケート調査をもとにして一
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中学校教員の放射線に関する認識と放射線の指導に関する知識・技能について明らかに

するため，秋田県の中学校理科教員を対象にアンケート調査を行った．また，中学生の放

射線に関する認識や放射線の学習に対する意欲について明らかにするため，秋田県央部の

中学校３年生を対象にアンケート調査を行った

調査の結果,多くの教員は,放射線の指導に関して,教材研究の不足や教材･教具の不足，

基礎的な知識の不足に問題を感じていることがわかった.また,簡易の放射線測定器を使っ

て実験を行いたい，あるいは映像資料を使って授業をしたいと考えていること，実験方法

や実践例などの授業に役立つ内容を取り上げた研修の機会を求めていることがわかった．

一方，中学生においては，放射線の実体を概ね正しく認識していると考えられる割合は

１割強であった．また，放射線に関する用語等の認知度は低かったが，約85％の生徒が放

射線について学習したいと考えていることがわかった更に，多くの生徒は，放射線の問

題点や危険性，放射線の性質，放射線と健康との関係について学習したいと考えているこ

とがわかった．

キーワード：中学校，理科教員，３年生，放射線の学習，放射線に関する認識，

アンケート調査

１はじめに

平成20年改訂の中学校学習指導要領（以下，新学

習指導要領）に新たに「放射線の性質と利用にも触

れること」'）と記載された．昭和52年改訂の中学校

学習指導要領において，放射線が学習項目から削除

されて以来，中学校理科教科書に放射線は記載され

てこなかったつまり，今回の改訂は，中学校理科
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において，放射線を30年ぶりに学習することになっ

たことを表す．そのため，教員自身には放射線につ

いて指導する機会はもちろん，放射線について教材

研究をする機会もなかった．ＮＰＯ法人放射線教育

フォーラム（2010）は，教員が放射線を指導した経

験の不足や基礎的な知識の不足に起因する課題と不

安を感じていることを指摘している2)．また，放射

線を学ぶ中学生においても，福徳（2009）は，小・

中学生の放射線に関する認識は，甚だ貧し<，その

一因には，学校教育における放射線教育の不十分さ

があると述べている3)．さらに西谷（2004)4)や田

中（2009)5)，福徳（2009)6)による中学生や中学校

理科教員の放射線に関する認識や放射線の学習・指

導における課題についての報告はあるが，新学習指

導要領の移行措置期間における，東北地方太平洋沖
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地震以降の同様の報告は見られない．

さて,東北地方太平洋沖地震に伴う原発事故以降，

放射線に対する人々の関心が高まっていることは想

像に難くない．それ故，中学生に放射線をどう教え

るかということは，理科教育の喫緊の課題であり，

社会的な要請でもあると考える．そこで，秋田県内

の中学校理科教員を対象に「放射線の指導に関する

アンケート調査」を行い，教員の放射線に関する学

習歴や基礎的な知識，放射線の指導に関する経験に

ついて調べた．また，秋田県央部の中学校３年生を

対象に「放射線の学習に関するアンケート調査」を

行い，中学生の放射線に関する認識やイメージ，放

射線に対する学習意欲や学習に対する期待について

調べた．本研究では，これら２つのアンケート調査

の結果を検討し，中学校理科における放射線の学習

に関する現状と課題について報告する．

２秋田県教員を対象とした「放射線の指導に関す

るアンケート調査」について

2-1調査方法

この調査は，秋田県内の全中学校，全理科教員を

対象に，2011年８月８日から９月14日にかけて行っ

た対象人数は282名，回収人数は149名，回収率は

52.8％であった．

本アンケートの調査項目は以下のA-l～Ａ－９の９

項目である．

Ａ－ｌ放射線についての学習歴

Ａ-２放射線の指導で使用した教材

Ａ-３放射線に関する基礎的な用語等の認知度

A-４環境中の放射線の起源について知っている割

合

A-５放射線利用について知っている割合

A-６指導する際に予想される困難な点

A-７教材研究を進める上で必要な資料

A-８必要な教材・教具

Ａ-９放射線に関する希望の研修内容

調査項目Ａ－ｌでは，放射線について，教員自身が

中学生に指導するために必要な知識･技能をどの機

会に身に付けたか調べた．

調査項目Ａ－２では，中学校理科における放射線の

指導経験の有無と実際に授業で使用した教材につい

て調べた．

調査項目Ａ-3,Ａ-4,Ａ－５では，平成24年度中学

校理科教科書見本版(5社)7)(以下,新しい教科書7)）

2６

に記載されている放射線に関する用語等や環境中の

放射線の起源，放射線利用について，教員がどの程

度知っているか調べた．

調査項目Ａ－６では，今後，中学校理科で放射線に

ついて指導する際の問題点について調べた

調査項目Ａ-7,Ａ－８では，今後，授業で放射線に

ついて指導するとき，必要とする教材研究の資料や

教材・教具は何か尋ね，教員が志向する放射線の授

業構想や教材観について調べた．

調査項目Ａ－９では，今後，希望する放射線に関す

る研修内容は何か尋ね，教員が必要としている知

識画技能について調べた．

2-2結果と分析

ｌ）放射線についての学習歴

調査項目Ａ－ｌの集計結果が図ｌである．「大学・

大学院で放射線について学んだ」と答えている教員

は４割強である．「教員研修で学んだ」と答えてい

る教員は１割程度いるものの，教員の半数近くは，

中等教育で学んだ程度か，学んだか不明，または未

履修のいずれかであることがわかる．
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図１放射線についての学習歴

２）放射線の指導で使用した教材

調査項目Ａ－２の集計結果が図２である．「放射線

に関する単元を教えたことはない」が47.0％，「教

科書を使って説明した」が38.9％である．およそ３０

年ぶりに教科書に「放射線」が記載されたことを考

えると，これまで指導する機会のなかった教員が多

いことは予想された．また，仮に平成21～23年の移

行措置期間に指導する機会を得ても，新学習指導要

領の示す「触れる」に相当する指導の実態を考える

と「教科書を使って説明した」が多いことは妥当な

結果だと言える．
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図2 放射線の指導で使用した教材

3) 放射線に関する基礎的な用語等の認知度

調査項目 A-3の集計結果が図3である これは，

新しい教科書7)に記載されている放射線に関する13

の用語等について，認知の程度を「知らないj，I聞
いたことがあるj，I中学生に説明できる」の3段階
で尋ねた結果である 「中学生に説明できる」の回

答の平均は53.3%であった その中でも「アルファ

線j，Iベータ線j，Iガンマ線j，Iベクレルとシーベ
ル トの違い」は， 40%を下回った 「中学生に説明

できる」は。あくまで自己評価のため，客観的な基

準を内在しないが，教員の有する知識 ・技能の程度

を表す目安となると考えれば，多くの教員が13の用

語等について中学生に説明できないことを表してい

る.逆に， I中学生に説明できる」が高い値を示し
たのは， I原子力発電のしくみj76.5%， Iウラン」
65.8%， I放射線と放射能の違いj63.8%， I原子核
分裂j63.1 %であった.原子力発電のしくみ，ウラ

ン，核分裂反応は，現行教科書(東京書籍)9)にも

見られるため.教員はこれまでの授業で触れる機会

があったからではないかと推察する

由アルファ同》瞳

倍ぺ-"(11)幽

団nンマt刊撞
個:I:.クA(司 副 t 

骨叩・>>:

崎俊輔・企.. ，軒舗:0，遣い

由ベクしルとシーベ瓜"

a岡，ン併ザンf入...) 1 
・且平曲畠合 t 
。由幸雄分唱

a?フノ O 

'圏平曲輯慣のしペみ ， 

崎デ叫レノヲイリ織田・・R

。~ 20~ 40l‘ 6~ 8~ 

N"149 ・ 知ら砧い門間い~-.-とが品る田中字:1:(，-説明で培る

図3 放射線に関する基礎的な用語等の認知度
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4)環境中の放射線の起源について知っている割合

調査項目 A-4の調査結果が図4である. I宇宙」
が87.9%と高い値を示した.次いで， I大地j，Iラ
ドン」の順となった. コンク リー トなどの「建材」

や「食物」は2割程度と低かった 福徳 (2009)の

報告別には， I建材」についてのデータはないが，
「宇宙線j，I大地Jが高く， IラドンJ.I食物」が低
いという傾向が報告されており，今回の結果はほぼ

同様で、ある.
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図4 環境中の放射線の起源について知っている割合

5)放射線利用について知っている割合

調査項目A-5の調査結果が図5である.回答率が

高いのは「がん治療j，IX線検診j. I手荷物検査」
の!II買であったまた，I半導体の改良j.I害虫駆除J
は低い割合を示した放射線利用に対する教員の認

知は， Iがん治療j，IX線検診j，I手荷物検査」が
高いという報告めがあり，同様の傾向である.
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図5 放射線利用について知っている割合

6)指導する際に予想される困難な点

調査項目 A-6の調査結果が結果が図6である.上

位は，I教材研究の不足j，I教材 ・教具の不足j，I放
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射線の性質に関する知識の不足Jであった これは，

半数近くの教員が，放射線について指導する機会が

なかったことや高等教育で放射線ついて学んでいな

いこと に起因するものと思われる.
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図6指導する際に予想される困雛な点

7)教材研究を進める上で必要な資料
調査項目 A-7の調査結果が図7である目「映像資

料J.r教科書・指導書J.r観察 ・実験の指南書J.r授
業実践資料Jが上位4項目を占めた これらは，教
員が知識や指導方法を手っ取り早く 学びやすい資料

であり，教材研究の定番とも言える資料である.r書
籍・専門書」は約35%と低かったことからも，教員

が授業に役立つ知識をすぐにでも得たい，確かな指

導技能を早く身に付けたいと考えている表れではな

いかと推察する
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図7 教材研究を進める上で必要な資料

8)必要な教材 ・教具
調査項目 A-8の調査結果が図8である 「簡易の

放射線量測定器J.r映像資料」が他に比べて高い割
合を示した 「簡易の放射線量測定器」の回答理由

としては.r身近な放射線量が測れるからJ.r実感

28 

をもたせることができるから」などの記述があっ

た「映像資料を使って」の回答理由としては.r実
験が難しいことについても，生徒の理解を助けるこ

とができる上「わかりやすく まとめられている」な

どの記述があった

7 簡易の測定Sィ..
ウ依射..

I 111喜志

オ事両国・緩怠包・

カ験像資駒

キ 2書み物質"

ヲ 予レピ番組

ケその他 0.0

.9 

42 

7$.2 

ーー.8

o 10 20 30 40 切 60 70 80 
N・149 割合(%)

図8必要な教材・教具

9)放射線に関する希望の研修内容
調査項目 A-9の調査結果が図9である 「実験方

法J.r実践例」が上位2項目を占めた 「必要ないJ
は3.4%にとどまったことからも，ほとんどの教員

が放射線の研修に対 して期待している ことがわか

る.
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図9放射線に関する希望の研修内容

2・3 集計のまとめと今後の課題

秋田県理科教員を対象とした放射線の指導に関す

るアンケート調査の結果を集計したと ころ，次のこ

とがわかった.

① 放射線について，高等教育で学んだとする教

員は4割強，学校現場で実際に指導経験のある

教員は5割強である.

② 新教育課程の中学校理科教科書に記載されて

いる放射線に関する用語等について.r中学生

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要



に説明できる」とした割合は平均53.3％である．

③多くの教員は，放射線の指導に関して，自分

自身の教材研究の不足や教材・教具の不足，知

識の不足を問題点と考えている．

④教員が教材研究を進める上で必要としている

資料は，「映像資料｣，「教科書・指導書｣，「観

察・実験の指南書｣，「授業実践資料」の順であ

る．

⑤多くの教員は,「簡易の放射線測定器」を使っ

て実験を行いたい,あるいは「映像資料」を使っ

て授業したいと考えている．

⑥多くの教員は，実験方法や実践例など，授業

にすぐに役立つ内容を取り上げた研修の機会を

求めている．

①，②，③については，放射線が30年間学習指

導要領中学校理科の学習項目から外れていたこと

が，根本の要因であると考える．例えば，現在45歳

(昭和52年改訂中学校学習指導要領が完全実施され

た昭和56年当時中学校３年生であった）以下の教員

は，自らが中学生の頃に放射線の授業を受ける機会

はなく，教員になってからも放射線について指導す

る必要はなかった．また，仮に教員養成系の大学に

おいて理科を学んだ際も，放射線に関する講義内容

は少なかったと考えられ，専門的な知識・技能を身

に付ける機会が限られていたのではないかと推察す

る．それならば，中学校理科教員の多くが放射線に

関する知識不足や指導経験不足といった課題を抱え

ているのは当然のことであり，早急に解消されるべ

き事柄であると考える．

また，④，⑤，⑥は教員の教材観を表している．

先行する実験方法や授業実践例を参考にして，観察

や実験を行ったり，映像資料を使ったりして放射線

の授業を展開しようと考えていることがわかる．

今後は，放射線に関する教材理解を深めるための

教員研修の充実や映像資料の開発，授業研究などを

通して，「放射線を中学生にどう教えるか」という

指導方法を構築していくことが必要である．

３中学校３年生を対象とした「放射線の学習に関

するアンケート調査」について

3-1調査方法

この調査は，秋田県央部（秋田市，南秋田郡の

29校から抽出した４校５学級）の中学生を対象に，

2011年１０月３日から１０月１８日にかけて行った．配布

第34号2012年

した調査票は184名分，回収した調査票は179名分，

回収率は97.3％であった．さらに，同じ生徒集団を

対象に2011年１１月１８日から１２月５日にかけて追加

調査を行った．配布した調査票は184名分，回収し

た調査票は175名分，回収率は95.1％であったこ

の時点で，本調査を受けた生徒は，中学校理科にお

ける放射線の内容について学習していない．

これらのアンケートの調査項目は以下のB-l～

B-lOの１０項目である．

Ｂ－ｌ放射線の実体に対する概念

Ｂ-２放射線利用に対する考え

Ｂ-３科学技術と放射線に対する考え

Ｂ-４放射線についての情報の入手先

Ｂ-５放射線に関する基礎的な用語等の認知度

Ｂ-６環境中の放射線の起源について知っている割

合

Ｂ-７放射線利用について知っている割合

Ｂ-８放射線の学習方法に対する希望

Ｂ-９放射線の学習内容に対する希望

Ｂ－ｌＯ放射線の学習に対する意欲

調査項目Ｂ－ｌでは，中学生の放射線の実体に対す

る素朴概念やイメージを調べるため，「放射線とは

（）のようなもの」と職えさせたまた，そ

のように答えた理由も回答するよう求めた．

調査項目Ｂ２，Ｂ－３では，放射線を利用した方が

よいかどうか，科学技術は放射線を制御できるかど

うか尋ね，放射線に対する態度について調べた．ま

た，そのように答えた理由も回答するよう求めた

調査項目B-4は，東日本大震災発生以降，放射線

についての情報をどこから入手したか調べた．

調査項目Ｂ-5,Ｂ－６Ｂ－７は，新しい教科書7)に記

載されている用語等や放射線の起源，放射線利用に

ついて知っているかを尋ね，中学生の放射線に関す

る認識を調べた．

調査項目Ｂ８，Ｂ-9,B-lOでは，放射線について

学習したいか，どのような内容を学習したいか，ど

のような方法で学習したいかを尋ね，放射線の学習

に対する生徒の意欲や期待について調べたまた，

そのように答えた理由も回答するよう求めた

3-2結果と分析

ｌ）放射線の実体に対する概念

調査項目B-lへの回答を分類した結果が図１０であ

る．新しい教科書7)に記載されている放射線が，α

線，β線，γ線，ｘ線であることを考えると，「光線，

2９
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エネルギーをもった粒，電子，紫外線」等に区分し

た回答13.4%を正しい概念かそれに近い概念に基づ

く表現と捉えた 以下，誤った認識や誤解に基づく

表現が11.2%，おそれ ・不安に基づく 表現が39.7%，

放射線の用途を表す表現が3.4%， ['わからない」が

32.4%となった.

図10 放射線の実体に対する概念

2) 放射線利用に対する考え

調査項目B-2の調査結果が図11である 「利用した

方がよいものと悪いものがあるJと答えている生徒
が半数近くを占めた その回答理由として 「人体に

有害であるが，医療などで使われているから」など

の記述がある.['放射線を利用しない方がよい」の

回答理由は「原発事故による放射線を抑えることが

できていないから」が多い. ['放射線を利用した方

がよい」の回答理由は「生活の中で実際に利用され

ており，うまく利用すれば役立つから」が多かった

ア鍍射績を利用
した方がよい

イ盤射.を利用
しない方がよい

24.0 

ウ利用した方が
よいものとそうで
はないを，のがある

工よ〈わからない~| ・E・.J|E・E・.J| -21.2 
N=179 

10 m 30 40 50 

割合{軸)

図11 放射線利用に対する考え

3)科学技術と放射線に対する考え

調査項目B-3の調査結果が図12である. ['よくわ

30 

からない」が半数強に上った.その回答理由として

「科学技術の進歩がわからないJ，['放射線のことが
よくわからない」などの記述がある. ['制御できな

い」の回答理由として「原発事故が収束していない

からJが多い.また， ['制御できる」の理由は「原
発事故までは生活の中で上手に利用してきたからj

が多かった.

ア科学後備は
放射.をコント
ロールできる

イ斜!Jt宣術lま
it射線をコント
ロールで曹flい

ウよくわから
ない

N-179 
10 20 30 柏田 60

割合('16) 

図12 科学技術と放射線に対する考え

4) 放射線についての情報の入手先

調査項目B-4の調査結果が図13である.['テレビ

番組J.I新聞・雑誌」がイ也に比べて高かった 一方.1学
校の先生」は 2割に満たなかった また，教科書や

副読本は 2-3%と低い割合を示した福徳 (2009)6)

によれば，児童 ・生徒の放射線に関する主な情報源

はテレビや新聞，インターネ ットなどのメディアで

あり，本調査も同様の結果を示した

"7 I量制書

イ副鶴本

エオaウカそv@陵予餅奪.レ・S.震ぜ。・や・鑑.・l・k2.主回~・・1削 1 

42.5 

89.9 

ケその他

コ入手してい

20 40 ω 80 1∞ 
N-179 

調合{軸}

図13 放射線についての情報の入手先

5)放射線に関する基礎的な用語等の認知度

調査項目B-5の調査結果が図14である これは，

新しい教科書7)に記載されている放射線に関する14

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要
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の用語等について，認知の程度を「知らないj，r聞
いたことがあるj，r同級生に説明できる」の3段階
で尋ねたものである.r同級生に説明できる」の回
答の平均は8.8%であった.その中でも「アルフア
線j，rベータ線j，rガンマ線」は，平均で2.2%と
低い値を示した 「言葉を聞いたことがある」をふ

くめても，これらの認知度は他に比べて低かった.

一方， X線は， r言葉を聞いたことがある」が72.6%
と，前者3っとの違いが表れた.また， r知らない」
と回答された割合の低いものは，低いものから順に

「電磁波j，rウランJ.rレントゲン (人名)jの順で
あった.中でも「電磁波」は，r言葉を聞いたこと
がある」が84.9%と高い値を示した

調査した14の用語等の内，現行教科書(東京書

籍)9)に見られるのは， X線と原子力発電のしくみ，
ウラン，核分裂反応だけであり， 他の用語等につい

て未習であることを考えると， r同級生に説明でき
るjと回答した割合が総じて高くないことは予想通

りである

φアルフ7(α)1・
φペー$I(s)輔
骨ガノマ{γ}櫨

@エックス(X)揖

@電国誼

<IT値射岨t血射量四遣い

φペクレルどJーベルト
申レントゲン{人名)

骨キ2リー夫人

。庫子t費量古

。庫子後分童書

@つラン

。庫子力量電回し〈ゐ

。チx'"ノヲイリjJ:罰事鍬
。‘ 20‘ 4叫 以鴻 前‘ iαy‘

N吋 79 I・7知らない Dイ 冒涜を聞いた之とがある ロウ開a量生に器明で曹る |
図14 放射線に関する基礎的な用語等の認知度

6)環境中の放射線の起源について知っている割合

調査項目B-6の調査結果が図15である 「知らな
い」が半数近くを占めた 次いで，r宇宙線j，r大地」
の順になったが， r建材j，rラドンj，r食物」は 1
割程度の割合に留まった 「宇宙」と「大地」が上

位に位置したことは他の報告6)8)と同様であった

7)放射線利用について知っている割合

調査項目 B-7の調査結果が図16である 「がん治

療」が68.2%， rx線検診」が60.3%と他と比較して
高い割合を示した 次いで， r手荷物検査j，r医療
器具等の滅菌」となったが， r発芽防止J.r品種改
良j，r産業検査j，r半導体の改良」は10%を下回っ
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ア宇宙
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ウ建材
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図15 環境中の放射線の起源について知っている割合

た.また， r知っているものはないJが15.6%を占
めた。

医療分野や手荷物検査での放射線利用の認知度

が，他の用途の認知度に比べて高いとの報告6)8)は

既にあり，本調査も同様の結果を示している.

ア発芽防止

イがん治僚

ウ 害虫駆除

工語薗

才晶種il畠

力文化財調査

キ 度集後査

ヲ 手荷物償責

コその他

サx.償5
シ 知っているものほ白い

:8.2 

60.3 

10 20 30 40 50 60 70 80 
N=179 割合(，，)

図16 放射線利用について知っている割合

8)放射線の学習方法に対する希望

調査項目B-8の調査結果が図17である. rDVDな
ととの映像資料を使って」が最も高く，次いで「観察

や実験を取り入れてj，r教科書を使って」となっ
た 一方， r友達と話し合って」は 1割強に留まっ
た 「映像資料を使って」の回答理由としては， r通
常では見られないものを映像で詳しく学びたいJと
か「放射線は簡単に扱えないので，安全に学びたい」

といったものがあった.r観察や実験を取り入れて」
の回答理由としては，r実際に放射線を見たいからj，
「実際に見た方がわかりやすいから」などがあった

9)放射線の学習内容に対する希望

調査項目B-9の調査結果が図18である。「放射線

の問題点・危険性j，r放射線の性質j，r放射線と健

31 
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図17 放射線の学習方法に対する希望

康との関係」が上位を占めた.一方，放射線につい

て学習したい内容は「特にない」とする生徒がl割

未満であることから，中学生の放射線に対する高い

関心が読み取れる

7.射.の橿
イ肱射・の佐賀

ウ.射.の生じ
し〈み

ェ.鋪.の利用

オ放射‘の同量
点・危険性

カ般書晴・k値廠
の"‘
キ特にない

'Jその他

圃・ .8

圃2.8

41.9 

64. 

48.9 

45.8 

6V.O 

82.8 

Na179 
10 20 担<0田 60 70 開

3'1古(%)

図18 放射線の学習内容に対する希望

10)放射線の学習に対する意欲

調査項目8-10の調査結果が図19である 「学習し

たいJ(39.9%). rどちらかと言えば学習したい」
(45.6%)の合計は85.5%と8割を超える生徒が放射

線について学習したいと答えている.それらの回答

理由は「話題になっているので興味があるJ.r不安
を減らしたい，危険性を知りたいJ.r自分たちのた
めに知っていた方がよいから」などがあり，東日本

大震災，福島原発事故の影響が読み取れる. 一方，

「どちらかと言えば学習したくないJ.r学習したく
ない」の回答理由には「興味がもてないJ.r難しい
そうだからJ.r全くわからないからJ.rなんだかい
やだJ，rよい気持ちがしない」などがあった.
3・3 集計のまとめと今後の課題

秋田県央部の中学校3年生を対象とした放射線の
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図19 放射線の学習に対する意欲

学習に関するアンケー ト調査の結果を集計したとこ

ろ，次のことがわかった.

① 新しい教科書7)に記載されている放射線に関

する用語等について，r同級生に説明できる」
とした割合は平均 l割未満である

② 環境中の放射線の起源を知らない生徒が半数

近くに上る.

③ がん治療， X線検査に比べ， 他の用途での放

射線利用について，生徒が知っている割合は低

し、

④ 放射線の実体に関して概ね正しい概念をもっ

ている中学生は 1割強である

⑤ 放射線の「問題点 ・危険性J，r性質J，r健康
との関係jについて学習したいと考えている生

徒が多い.

⑤ 「映像資料を使ってJ，r観察や実験を行ってJ，
「教科書を使って」放射線を学習したいと考え

ている生徒が多い.

⑦ 約85%の生徒が放射線について学習したいと

考えている

①~③の傾向は，先行研究と同様であり.東日本

大震災の影響による大きな変化は見られないように

思われる.

④~⑦については，生徒の回答の理由から，東日

本大震災，福島原発事故の影響が少なからずあるこ

とが読み取れる.また，中学生が学習したいとする

教材は，秋田県教員の示した教材観と重なるところ

が大きいことがわかる

今後は，本調査で示された生徒の放射線に対する

素朴概念や態度，認識や学習意欲を放射線の指導に

どのように生かしていくかが課題となる.これまで

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要



の放射線の教材・教具の開発は，高校物理における

ものが多く，中学校理科におけるものは少ないこと

が予想される．そのため，新学習指導要領をふまえ

た中学生向けの教材や指導方法の開発こそ急がれ

る．中学校理科における放射線の扱いが新学習指導

要領のいう「触れる」程度だとしても，社会や生徒

の実態に合わせ，踏み込んだ指導が必要なのではな

いだろうか．

特に，中学生に放射線の実体を正しく認識させる

ための教材が必要であると考える．換言すれば，生

徒の放射線に対する負のイメージを是正し，科学的

な正しい認識にどのようにして転換するか，指導の

工夫が必要と言えよう．また，環境中の放射線や放

射線利用に関する認識が低いことから，環境中の放

射線の存在をどのように可視化して知らせるか，身

近で利用されている放射線の具体例などをどのよう

にして指導するか，検討するべきだと考える．

さらに，身近な放射線の存在や放射線の有効利用

について知らせるだけでなく，生徒が希望する放射

線の危険性や健康との関係についての情報も正確に

知らせることで，放射線の利点と問題点のどちらに

ついても考えることができるようにするべきであ

る．

４おわりに

平成23年度は移行措置期間の最終年度に当たり，

現中学校３年生は，新学習指導要領を先取りして学

習してきたことになる．本調査に協力してくれた生

徒たちは，放射線についてどのように学習し，何を

身に付けたであろうか．気になるところである．各

校の理科教員が行った指導の内容と合わせ，学習後

の彼らの変容について調査したいと考えている．

また，本調査に協力してくれた中学校３年生を対

象として，放射線に対する負のイメージの是正と科

学的な正しい認識への転換について評価することを

目的に，ＳＤ法とイメージ・マップ法を用いた調査

を実施している．これらの結果と分析についての報

告は，後日を期したい．
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Summary

Wedistributedthequestionnairetothejunior

highschoolscienceteachersofAkitaPrefecture、

Thepurposewastoassessteachersirecognitionof

radiation,ａｎｄｔｏａｓｓｅｓｓｔｈｅｉｒｋｎｏｗｌｅｄｇｅｏｆｈｏｗto

teachaboutradiation

Theresultsshowedthattheteachersfeltthe

largestproblemlaywiththebasicteachingof

radiation、Theirproblemcenteredontheirown

shortageoffundamentalknowledge，lackof

researchrelatedteachingmaterialsavailableanda

lackofinstructionalexperience､Theteacherswere

seekingasimplewaytodetectradiation，visual

teachingaidsandtrainingsupportlnaddition，

teacherssoughtsupplementaryusefUltraining

fOcusingonexperimentalmethodsandpractical

examples、

Wedistributedthequestionnairetojuniorhigh

schoolthirdgradersiｎｔｈｅｃｅｎｔｒａｌｐａｒｔｏｆＡｋｉｔａ

3４

prefecture、Thepurposewastoassessstudents’

recognitionaboutradiation,andtoassessthelevel

ofstudents1motivationtheypossesstolearnabout
radiation

Theresultsshowedthatthepercentageof

studentswhocorrectlyrecognizedthepresence

ofradiationwaslessthan２０％、Inaddition，ｔｈe

recognitionoftermsrelatingtoradiationwaslow・

Juniorhighschoolstudents'motivation,however，

tolearnaboutradiationwashigh，Manystudents

thoughttheywouldwanttolearnaboutthehealth

problemsandthenatureanddangersofradiation．

Keywords：juniorhighschool,scienceteacher，

thirdgrader,studyaboutradiation，

recognitionfbrradiation，

questionnairesurvey
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